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き
手
に
先
進
国
の
進
ん
だ
技
術
・
技
能
や

知
識
を
修
得
さ
せ
よ
う
と
す
る
ニ
ー
ズ
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
応
え
る
た
め
、
諸
外
国
の
青
壮
年
労
働

者
を
一
定
期
間
日
本
の
産
業
界
に
受
入
れ

て
産
業
上
の
技
術
・
技
能
・
知
識
を
修
得

し
て
も
ら
う
仕
組
み
が
「
外
国
人
研
修
・

技
能
実
習
制
度
」
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
研
修
生
・
技
能
実
習
生

へ
の
技
術
・
技
能
移
転
を
図
り
、
そ
の
国

の
経
済
発
展
を
担
う
人
材
育
成
を
目
的
と

し
た
も
の
で
、
日
本
の
国
際
協
力
・
国
際

貢
献
の
重
要
な
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
通
じ
、
①
研
修
生
・
技
能
実

習
生
に
と
っ
て
は
、
技
能
修
得
と
帰
国
後

の
能
力
発
揮
に
よ
り
自
ら
の
職
業
生
活
の

改
善
向
上
に
、
②
研
修
生
・
技
能
実
習
生

を
派
遣
す
る
外
国
の
企
業
に
と
っ
て
は
、

修
得
し
た
能
力
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
活
用
に
よ

る
品
質
管
理
の
徹
底
・
職
場
規
律
の
徹

外
国
人
研
修
制
度
の
実
態
と
課
題

―
本
日
は
、
外
国
人
研
修
制
度
の
実
態
と

課
題
に
つ
い
て
、
お
話
を
伺
い
た
い
と
思

い
ま
す
。
ま
ず
は
、
国
際
研
修
協
力
機
構

の
概
要
か
ら
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

国
際
研
修
協
力
機

構
の
概
要
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ＯＯ
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は
、
法
務
、
外
務
、
厚
生
労
働
、
経
済
産

業
、
国
土
交
通
の
五
省
共
管
に
よ
り
１
９

９
１
年
に
設
立
さ
れ
た
公
益
法
人
で
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
は
、
外
国
人
研
修
制
度
・

技
能
実
習
制
度
の
適
正
か
つ
円
滑
な
推
進

に
寄
与
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

１.

研
修
生
･
技
能
実
習
生
の
受
入
れ
を
行

お
う
と
す
る
、
あ
る
い
は
、
行
っ
て
い
る

民
間
団
体
・
企
業
等
や
諸
外
国
の
送
出
し

機
関
・
派
遣
元
企
業
に
対
し
、
総
合
的
な

支
援
･
援
助
や
適
正
実
施
の
助
言
・
指
導

を
行
う
こ
と
。

２.
研
修
生
・
技
能
実
習
生
に
対
し
、
そ
の

悩
み
や
相
談
に
応
え
る
と
と
も
に
入
管
法

令
・
労
働
法
令
等
の
法
的
権
利
を
保
障
す

る
こ
と
。

３.

制
度
本
来
の
目
的
で
あ
る
研
修
・
技
能

実
習
の
成
果
が
上
が
り
、
国
際
的
な
人
材

育
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
受
入
れ
機
関
、
研

修
生
・
技
能
実
習
生
、
送
出
し
機
関
等
を

支
援
す
る
こ
と
、
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

国国
際際
協協
力力
とと
しし
てて
のの
研研

修修
・・
技技
能能
実実
習習
事事
業業

開
発
途
上
国
等
に
は
、
自
国
の
経
済
発

展
と
産
業
振
興
の
担
い
手
と
な
る
人
材
を

育
成
す
る
観
点
か
ら
、
特
に
青
壮
年
の
働

●（
財
）国
際
研
修
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
）

総
務
部
企
画
調
整
課
課
長

小
谷
野
享
司
こ
や
の
・
あ
つ
し
　

総
務
部
企
画
調
整
課
調
査
役

小
野
　
努
お
の
・
つ
と
む
　

底
・
コ
ス
ト
意
識
の
高
揚
等
企
業
の
事
業

活
動
の
改
善
や
生
産
性
向
上
に
、
③
日
本

の
受
入
れ
企
業
等
に
と
っ
て
は
、
外
国
企

業
と
の
関
係
強
化
、
経
営
の
国
際
化
、
社

内
の
活
性
化
、
生
産
へ
の
貢
献
等
に
役
立

て
て
も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
の
組
織
体
制

Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
の
事
業
計
画
、
予
算
等
の

基
本
的
事
項
は
、
評
議
員
会
、
理
事
会
で

審
議
決
定
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
は
、
具
体
的
な
事
業
を
効

率
的
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
以
下

の
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

●
本
部
は
、
都
内
御
茶
ノ
水
駅
近
く
に
あ

り
、
人
事
、
会
計
、
庶
務
、
企
画
調
整
、

情
報
シ
ス
テ
ム
、
教
材
セ
ン
タ
ー
を
所
管

す
る
「
総
務
部
」、
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
四
つ
の
事
業
部
―
「
出
入
国
部
」、
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進
出
し
た
多
く
の
日
本
企
業
は
、
現
地
法

人
や
合
弁
会
社
、
取
引
関
係
の
あ
る
企
業

の
社
員
を
日
本
に
呼
び
、
関
連
す
る
技
術

や
技
能
、
知
識
を
自
社
内
で
効
果
的
に
修

得
さ
せ
た
後
、
そ
の
社
員
が
現
地
の
会
社

に
戻
り
、
修
得
し
た
技
術
な
ど
を
発
揮
さ

せ
る
た
め
に
外
国
人
向
け
の
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
実
績
の
積
み
重
ね
の
中
で
、

日
本
で
は
１
９
８
０
年
代
末
、
少
子
高
齢

化
の
進
展
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
社
会
の
出
現
、

高
度
情
報
化
の
進
展
等
に
よ
り
、
外
国
人

労
働
者
問
題
に
ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う

問
題
が
政
治
、
経
済
、
社
会
等
の
場
で
大

い
に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
国
政
府
は
１
９
９
０

年
に
従
来
の
研
修
制
度
を
改
正
し
、
日
本

が
技
術
移
転
に
よ
り
開
発
途
上
国
に
お
け

る
人
材
育
成
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
よ
り
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
研
修
生

受
入
れ
を
可
能
と
す
る
途
を
開
き
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
従
前
の
企
業
単
独
型
の

受
入
れ
に
加
え
て
、
中
小
企
業
団
体
等
を

通
じ
て
中
小
企
業
等
が
研
修
生
を
受
け
入

れ
る
団
体
監
理
型
の
受
入
れ
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
開
発
途
上
国
に
と

っ
て
は
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
汎
用
性

の
高
い
技
術
・
技
能
等
が
移
転
さ
れ
や
す

く
な
り
ま
し
た
。
同
時
に
、
日
本
の
中
小

こ
と
、
③
技
能
移
転
を
確
実
に
行
な
う
た

め
、
修
得
技
能
の
目
標
と
修
得
方
法
等
に

関
す
る
研
修
計
画
や
技
能
実
習
計
画
を
作

成
・
履
行
さ
せ
る
と
と
も
に
、
技
能
実
習

移
行
等
に
際
し
、
技
能
修
得
状
況
の
チ
ェ

ッ
ク
を
行
な
う
公
正
な
技
能
評
価
制
度
を

設
け
る
こ
と
、
④
研
修
生
・
技
能
実
習
生

は
、
帰
国
後
修
得
技
能
を
発
揮
す
る
こ
と
、

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

第
２
は
、
秩
序
だ
っ
た
受
入
れ
で
す
。

こ
れ
は
、
①
よ
り
多
く
の
国
の
多
数
の
青

壮
年
に
職
業
能
力
開
発
の
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
、
②
受
入
れ
機
関
の
受
入
れ
人
員

「
国
際
部
」、「
能
力
開
発
部
」、「
企
業
部
」

を
設
置
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

諸
事
業
を
円
滑
、
適
正
に
推
進
す
る
た
め
、

必
要
に
応
じ
て
外
部
の
専
門
家
を
委
員
と

す
る
各
種
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

●
地
方
に
は
、
技
能
実
習
関
係
の
サ
ー
ビ

ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
駐
在
事
務
所
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
全
国
各
地

に
、
研
修
状
況
の
調
査
や
入
国
管
理
局
へ

の
申
請
取
り
次
ぎ
を
主
な
任
務
と
す
る
調

査
相
談
員
及
び
研
修
生
・
技
能
実
習
生
の

事
故
・
疾
病
予
防
を
任
務
と
す
る
安
全
衛

生
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
労
災
保
険
相
談
員
を
配
置

し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
の
財
政
基
盤
は
、
基
本
財

産
の
運
用
収
入
、
賛
助
会
員
会
費
、
政
府

か
ら
の
受
託
金
・
国
庫
補
助
金
等
で
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

外
国
人
研
修
・
技
能

実
習
制
度
の
沿
革

―
外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
の
沿
革

に
つ
い
て
説
明
く
だ
さ
い
。

日
本
に
お
け
る
研
修
生
の
受
入
れ
は
、

多
く
の
企
業
が
海
外
に
進
出
す
る
よ
う
に

な
っ
た
１
９
６
０
年
代
後
半
頃
か
ら
実
施

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
海
外
に

企
業
に
と
っ
て
も
外
国
と
の
接
点
が
生
ま

れ
、
事
業
の
活
性
化
等
に
役
立
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
日
本
国
政
府
は
、
研
修
制
度

の
拡
充
の
観
点
か
ら
、
１
９
９
３
年
、
研

修
を
修
了
し
所
定
の
要
件
を
充
足
し
た
研

修
生
に
、
雇
用
関
係
の
下
で
よ
り
実
践
的

な
技
術
、
技
能
等
を
修
得
さ
せ
、
そ
の
技

能
等
の
諸
外
国
へ
の
移
転
を
図
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
経
済
発
展
を
担
う
「
人
づ
く

り
」
に
一
層
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
技
能
実
習
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

制制
度度
のの
基基
本本
的的
なな
枠枠
組組
みみ

―
外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
の
基
本

的
な
枠
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
す

か
？
　

制
度
の
基
本
的
な
枠
組
み
と
し
て
、
（1）

開
発
途
上
国
の
人
材
育
成
協
力
、
（2）
秩
序

だ
っ
た
受
入
れ
、
（3）
研
修
生
・
技
能
実
習

生
の
保
護
の
３
点
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

第
１
は
、
開
発
途
上
国
の
人
材
育
成
協

力
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
①
単
純

労
働
力
と
し
て
受
け
入
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
国
際
的
な
人
材
育
成
と
し
て
実
施
す

る
こ
と
、
②
講
義
主
体
の
研
修
方
式
に
加

え
て
、
オ
ン
・
ザ
・
ジ
ョ
ブ
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
・
シ
ス
テ
ム
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
の
採
用
に

よ
り
実
践
的
な
技
能
移
転
を
可
能
と
す
る

インタビューに答えるＪＩＴＣＯ小谷野氏（左）と小野氏



同
組
合
、
商
工
会
議
所
等
の
団
体
管
理
型

受
入
れ
は
１
０
５
８
団
体
で
４
万
３
１
１

８
人
の
研
修
生
を
受
入
れ
て
い
ま
す
。
一

方
、
企
業
単
独
型
受
入
れ
は
、
７
１
３
企

業
で
７
８
９
４
人
の
研
修
生
を
受
入
れ
て

い
ま
す
。
研
修
だ
け
な
ら
ば
、
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ

Ｏ
を
通
す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

研
修
を
修
了
し
て
、
技
能
実
習
へ
移
行
す

る
際
は
、
研
修
成
果
の
評
価
、
在
留
状
況

の
評
価
、
技
能
実
習
計
画
の
評
価
の
３
つ

の
評
価
を
す
べ
て
ク
リ
ア
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
研
修
成
果
の
評
価

及
び
技
能
実
習
計
画
の
評
価

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ

が
行
い
、
そ
の
結
果
を
地
方

入
国
管
理
局
へ
連
絡
す
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
を
通
す
必
要
が

あ
る
の
で
す
。
印
象
と
し
て

は
、
企
業
単
独
型
が
減
っ
て

い
る
の
で
な
く
、
団
体
管
理

型
が
急
増
し
て
い
る
感
じ
で

す
。
技
能
実
習
へ
の
移
行
は
、

全
て
企
業
と
の
契
約
型
に
な

り
ま
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
の
調

査
で
は
、
申
請
ベ
ー
ス
で
は
、

研
修
か
ら
、
技
能
実
習
に
移

行
す
る
割
合
は
半
分
程
度
で

す
。

研
修
か
ら
技
能
実
習
へ
の
移
行
が
少
な

い
理
由
と
し
て
は
、
移
行
対
象
職
種
が
絞

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

―
実
務
研
修
と
技
能
実
習
の
内
容
に
つ
い

て
、
明
確
な
違
い
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
が
？

外
国
人
研
修
制
度
と
技
能
実
習
制
度
の

違
い
は
別
表
の
通
り
で
す
。

―
修
得
技
能
水
準
の
目
標
に
つ
い
て
は
、

１
年
研
修
の
場
合
、
技
能
検
定
基
礎
２
級

相
当
、
技
能
実
習
の
場
合
技
能
検
定
３
級

相
当
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
技
能
検
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枠
を
設
定
す
る
こ
と
、
③
在
留
期
間
は
、

研
修
・
技
能
実
習
を
合
わ
せ
て
最
大
３
年

と
す
る
こ
と
、
を
定
め
て
い
ま
す
。

第
３
は
、
研
修
生
・
技
能
実
習
生
の
保

護
に
つ
い
て
、
①
受
入
れ
機
関
は
、
研
修

生
に
対
し
て
、
研
修
手
当
（
生
活
実
費
）、

安
全
衛
生
、
保
険
、
生
活
指
導
、
宿
舎
等

に
つ
い
て
入
管
法
令
等
に
基
づ
き
適
切
な

措
置
を
行
う
こ
と
、
②
受
入
れ
機
関
は
、

技
能
実
習
生
に
対
し
、
労
働
者
と
し
て
の

位
置
付
け
の
下
に
、
賃
金
、
労
働
時
間
、

安
全
衛
生
、
労
災
補
償
等
に
つ
い
て
労
働

法
令
、
労
働
・
社
会
保
険
法
令
上
の
権
利

を
保
障
す
る
こ
と
、
を
定
め
て
い
ま
す
。

外
国
人
研
修
制
度

及
び
技
能
実
習
制

度
の
概
要

―
外
国
人
研
修
制
度
及
び
技
能
実
習
制
度

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

外
国
人
研
修
制
度
及
び
技
能
実
習
制
度

と
は
、
諸
外
国
の
青
年
壮
年
労
働
者
を
一

定
期
間
日
本
の
産
業
界
に
受
け
入
れ
て
、

技
術
・
技
能
・
知
識
を
修
得
し
て
も
ら
う

と
い
う
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
日
本
の

国
際
協
力
・
国
際
貢
献
の
重
要
な
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
。

対象業務・職種の範囲 
 

修得技能水準の目標 

技能修得の担保措置 

該当する在留資格 

処遇条件の明確化 

生活保障借置 

傷害・疾病の保障措置 

入管法令の要件を満たす同一 
作業の単純反復でない業務 

技能検定基礎２級相当 
（１年研修の場合） 

研修制度 

研修計画の作成と履行 

「研修」 
非就労資格 
３分の１の非実務研修を義務づけ 
時間外・休日研修不可 
 
研修条件を定めた処遇 
通知書の交付 

民間保険加入の義務づけ 

生活実費としての研修手当 

技能検定等の対象となる 
62職種114作業に限定 

技能検定３級相当 
（２年実習の場合） 

技能実習制度 

技能実習計画の作成と履行 

「特定活動」 
条件付き就労資格 
 
時間外・休日労働可 
 
労働条件に関する雇用契約 
書、労働条件通知書の交付 

労働・社会保険の強制適用 

労働の対価としての賃金 
労働基準法・最低賃金法 
 

外
国
人
研
修
制
度

外
国
人
研
修
制
度
に
つ
い
て
は
、
諸
外

国
の
青
年
壮
年
労
働
者
を
日
本
に
受
け
入

れ
、
原
則
１
年
以
内
の
期
間
に
、
わ
が
国

の
産
業
・
職
業
上
の
技
術
・
技
能
・
知
識

の
修
得
を
支
援
す
る
こ
と
を
内
容
と
し
て

い
ま
す
。
対
象
業
務
と
し
て
は
、
入
管
法

令
の
要
件
を
満
た
す
同
一
作
業
の
単
純
反

復
で
な
い
業
務
と
し
て
い
ま
す
。

技
能
実
習
制
度

研
修
期
間
と
合
わ
せ
て
最
長
３
年
間
の

期
間
に
お
い
て
、
研
修
生
が
研
修
に
よ
り

修
得
し
た
技
術
・
技
能
・
知
識
を
、
研
修

を
し
た
企
業
と
の
雇
用
関
係
の
下
、
よ
り

実
践
的
か
つ
実
務
的
に
習
熟
す
る
こ
と
を

内
容
と
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
研
修
制
度

の
課
題
に
つ
い
て

―
外
国
人
研
修
生
の
受
入
れ
形
態
に
つ
い

て
見
ま
す
と
、
最
近
で
は
団
体
管
理
型
受

入
れ
が
増
加
し
て
、
企
業
単
独
型
受
入
れ

が
減
っ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
そ

の
理
由
は
何
で
す
か
？

２
０
０
４
年
の
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
支
援
外
国

人
研
修
生
の
受
入
形
態
別
の
受
入
れ
状
況

を
見
る
と
、
社
団
法
人
・
財
団
法
人
や
協



定
試
験
は
日
本
人
と
外
国
人
で
内
容
が
違

う
の
で
し
ょ
う
か
？

技
能
検
定
の
内
容
は
、
日
本
人
と
外
国

人
の
違
い
は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。
技

能
検
定
は
、
国
の
技
能
検
定
に
あ
る
も
の

を
使
用
し
て
お
り
、
各
都
道
府
県
の
職
業

能
力
開
発
協
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

―
技
能
実
習
を
２
年
実
習
し
て
受
け
る
技

能
検
定
３
級
の
合
格
者
の
割
合
は
ど
の
く

ら
い
で
す
か
？

研
修
成
果
の
評
価
の
た
め
活
用
さ
れ
て

い
る
技
能
検
定
基
礎
２
級
相
当
試
験
と
異

な
り
、
技
能
検
定
３
級
相
当
試
験
の
受
検

は
義
務
的
な
も
の
で
は
な
く
、
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ

Ｏ
は
関
与
し
て
い
な
い
た
め
、
合
格
者
数

は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
Ｊ
Ｉ

Ｔ
Ｃ
Ｏ
は
、
修
得
技
能
評
価
の
促
進
の
た

め
、
受
検
を
奨
励
し
て
お
り
、
合
格
者
に

対
し
て
、
２
万
円
の
報
奨
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
２
０
０
４
年
度
は
、
申
請
の
あ

っ
た
１
５
５
名
に
対
し
て
報
奨
金
を
支
給

し
ま
し
た
。

大
企
業
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
す
る
と
、

基
礎
２
級
試
験
は
当
然
認
識
し
て
い
ま
す

が
、
初
級
技
能
者
レ
ベ
ル
の
技
能
検
定
３

級
制
度
試
験
を
知
ら
な
い
担
当
者
が
意
外

に
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

帰
国
後
の
就
職
先
は

―
研
修
及
び
技
能
実
習
を
修
了
し
て
帰
国

後
、
同
職
種
に
就
い
て
い
る
か
ど
う
か
に

つ
い
て
は
い
か
が
で
す
か
？

国
に
よ
っ
て
は
、
日
本
の
技
能
検
定
３

級
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
と
、
帰
国
後
、

現
地
の
日
本
企
業
に
就
職
す
る
際
に
有
利

で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
２
０
０
４
年

度
に
は
推
計
で
約
２
万
人
が
３
年
間
の
研

修
・
技
能
実
習
を
修
了
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
国
に
帰
国
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
全
員

を
追
跡
調
査
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
が
実

態
で
す
。
追
跡
調
査
を
す
る
に
は
、
送
り

出
し
国
側
の
協
力
も
不
可
欠
で
す
。
中
国

や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
で
は
、
送
り
出
し
窓

口
組
織
が
中
心
に
な
っ
て
、
同
窓
生
体
制

を
確
立
す
る
動
き
も
出
て
い
ま
す
。

―
企
業
へ
の
受
入
れ
可
能
な
研
修
生
の
人

数
に
つ
い
て
、
現
在
は
原
則
と
し
て
受
入

れ
企
業
の
常
勤
職
員
20
名
に
つ
き
、
研
修

生
１
名
の
受
入
れ
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
常
勤
職
員
と
受
入
れ
研
修
生
と
の

比
率
に
つ
い
て
は
、
適
正
と
考
え
て
い
ま

す
か
？

常
勤
職
員
20
名
に
つ
き
研
修
生
１
名
と

い
う
比
率
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
公

益
法
人
や
協
同
組
合
な
ど
を
通
じ
て
受
入

れ
る
団
体
管
理
型
研
修
の
場
合
は
、
受
入

れ
可
能
な
人
員
枠
は
も
う
少
し
緩
和
さ
れ

ま
し
て
、
常
勤
職
員
と
研
修
生
の
比
率
は
、

現
在
50
人
で
３
人
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

適
正
な
比
率
は
ど
の
く
ら
い
な
の
か
は
、

現
在
調
査
中
で
す
。
は

―
期
間
延
長
の
希
望
は
ど
う
で
す
か
？

２
０
０
６
年
３
月
に
法
務
省
が
発
表
し

た
第
３
次
出
入
国
管
理
基
本
計
画
で
は
、

「
問
題
の
少
な
い
企
業
単
独
型
研
修
に
つ
い

て
は
企
業
活
動
の
変
化
等
に
応
じ
た
基
準

の
緩
和
を
検
討
し
て
い
く
」
と
し
て
い
ま

す
が
、
在
留
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
言

及
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

再
研
修
の
希
望
に
つ
い
て

―
再
研
修
の
希
望
は
ど
う
で
す
か
？

再
研
修
の
希
望
が
あ
る
場
合
に
は
、
従

来
か
ら
個
々
に
審
査
し
合
理
的
な
事
情
が

あ
る
と
き
に
、
法
務
省
入
国
管
理
局
と
し

て
、
例
外
的
に
認
め
て
き
て
い
ま
し
た
が
、

「
再
研
修
」
が
認
め
ら
れ
る
基
準
を
明
確
化

す
べ
き
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

２
０
０
６
年
３
月
に
入
国
管
理
局
と
し
て

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
て
い
ま
す
。

研
修
生
は
、
母
国
に
お
い
て
は
学
ぶ
こ

と
が
困
難
な
技
術
、
技
能
等
を
わ
が
国
で

学
び
、
そ
れ
を
母
国
に
戻
っ
て
活
用
し
、

母
国
の
発
展
に
尽
く
す
こ
と
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
故
に
、
同
じ
研
修
を

何
回
も
受
け
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
産
業
上
の
技

術
・
技
能
の
高
度
化
等
も
あ
り
、
わ
が
国

で
研
修
を
修
了
し
、
帰
国
し
た
後
、
あ
ま

り
期
間
が
経
過
し
な
い
時
期
に
、
再
度
、

わ
が
国
で
同
一
分
野
の
よ
り
高
度
の
研
修

や
別
の
業
種
に
つ
い
て
の
研
修
を
受
け
る

こ
と
を
必
要
と
す
る
場
合
等
が
あ
り
ま
す
。

再
研
修
を
受
け
る
場
合
の
条
件
と
し
て

は
、
①
よ
り
上
級
の
又
は
関
連
す
る
技

術
・
技
能
等
の
修
得
を
目
的
と
す
る
再
研

修
で
あ
る
こ
と
。
②
前
回
研
修
で
学
ん
だ

技
術
等
が
、
母
国
に
お
い
て
活
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
。
③
従
前
と
全
く
異
な
る
業
種

に
関
わ
る
研
修
で
は
な
い
こ
と
、
が
定
め
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ら
れ
て
い
ま
す
。

再
研
修
が
認
め
ら
れ
た
事
例
と
し
て
は
、

わ
が
国
の
電
機
部
品
メ
ー
カ
ー
の
合
弁
企

業
の
技
術
者
で
あ
る
Ａ
が
、
半
年
間
、
わ

が
国
に
お
い
て
金
型
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
中

心
と
し
た
仕
上
げ
組
み
立
て
の
研
修
を
受

け
、
帰
国
し
て
か
ら
母
国
の
合
弁
企
業
の

工
場
に
お
い
て
金
型
部
門
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
従
事
し
、
そ
の
４
年
後
に
、
金
型
製
作
、

加
工
に
関
す
る
加
工
機
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
技

術
、
知
識
習
得
を
目
的
と
し
た
実
務
研
修

を
含
む
１
年
間
に
わ
た
る
研
修
を
受
け
る

こ
と
を
認
め
ら
れ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
場
合
の
研
修
実
施
先
は
、
２
回
と
も

同
一
機
関
で
し
た
。

不
正
行
為
の
実
態
と
対
応

―
不
正
行
為
の
実
態
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
な
状
況
で
す
か
？

最
近
の
問
題
点
と
し
て
、
不
正
行
為
事

案
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
不
正
行

為
事
案
の
内
容
と
し
て
は
、
①
名
義
貸
し
、

②
所
定
時
間
外
活
動
、
③
研
修
・
技
能
実

習
計
画
と
の
齟
齬
、
④
虚
偽
文
書
の
作

成
・
行
使
、
⑤
不
法
就
労
者
の
雇
用
、
な

ど
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
労
働
基

準
法
違
反
に
つ
い
て
は
、
①
健
康
診
断
未

実
施
、
②
賃
金
控
除
協
定
の
未
締
結
、
③

労
働
条
件
の
書
面
に
よ
る
明
示
な
し
、
④

割
増
賃
金
の
不
適
切
な
支
払
な
ど
が
増
え

て
い
ま
す
。

不
正
行
為
が
把
握
で
き
た
も
の
に
つ
い

て
は
、
で
き
る
限
り
対
応
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
制
度
の
適
正
化
に
つ
い
て
は

日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。

―
不
正
行
為
発
覚
の
場
合
、
３
年
受
け
入

れ
停
止
措
置
は
有
効
に
機
能
し
て
い
ま
す

か
？不

正
行
為
発
覚
の
場
合
、
３
年
受
入
れ

停
止
措
置
は
入
国
管
理
局
が
決
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
有
効
に
機
能
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
支
援
の
研
修
生
は
５

万
１
０
０
０
人

―
「
研
修
生
」
の
失
踪
者
は
ど
の
よ
う
な

状
況
で
す
か
？

日
本
に
お
け
る
外
国
人
の
入
国
者
数

は
、
１
９
９
０
年
頃
か
ら
急
激
な
伸
び
を

見
せ
て
お
り
、
２
０
０
４
年
に
新
規
に
入

国
し
た
外
国
人
は
約
５
５
０
万
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
在
留
資
格

「
研
修
」
で
の
入
国
者
及
び
在
留
資
格

「
特
定
活
動
（
技
能
実
習
）」
で
滞
在
す
る

外
国
人
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
法

務
省
の
統
計
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。
実
態

と
し
て
、
２
０
０
４
年
に
は
７
万
５
３
５

９
人
と
７
万
人
を
超
え
る
研
修
生
が
来
日

し
て
い
ま
す
。
う
ち
、
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
支
援

の
研
修
生
は
２
０
０
４
年
で
５
万
１
０
１

２
人
（
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
へ
の
点
検
依
頼
ベ
ー

ス
）
で
す
。

失
踪
者
に
対
す
る
取
り
組
み

こ
の
よ
う
に
、
外
国
人
研
修
・
技
能
実

習
制
度
に
よ
る
入
国
者
、
滞
在
者
が
増
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
制
度
が
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

有
意
義
な
こ
と
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
は

研
修
生
・
技
能
実
習
生
の
失
踪
も
増
加
す

る
と
い
う
、
極
め
て
好
ま
し
く
な
い
事
態

も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

来
日
直
後
に
失
踪
す
る
な
ど
、
最
初
か

ら
こ
の
制
度
を
悪
用
し
た
例
も
あ
り
ま
す

が
、
失
踪
者
の
多
く
は
、
希
望
に
燃
え
て

来
日
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
待
遇
に
不

満
を
持
っ
た
、
あ
る
い
は
「
も
っ
と
稼
げ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
」
な
ど
の
甘
言
に
乗
せ

ら
れ
、
失
踪
し
て
不
法
就
労
し
て
い
る
の

が
実
情
と
思
わ
れ
ま
す
。

法
務
省
が
２
０
０
４
年
度
に
発
表
し
た

不
法
残
留
者
数
の
推
移
で
は
、
在
留
資
格

「
研
修
」
の
不
法
残
留
者
数
は
、
１
９
９
８

年
以
来
３
０
０
０
人
を
超
え
て
お
り
、
２

０
０
０
年
、
２
０
０
１
年
と
若
干
の
減
少

は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
２
０
０
２
年
に
は

増
加
に
転
じ
、
２
０
０
５
年
１
月
１
日
現

在
で
は
３
６
４
８
人
と
過
去
最
高
を
示
し

た
２
０
０
４
年
に
次
い
で
多
く
、
在
留
資

格
別
不
法
残
留
者
の
上
位
５
位
に
入
る
ほ

ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
技
能
実
習
生
の
失
踪
者
に
つ
い

て
は
、
２
０
０
４
年
度
は
対
前
年
比
22
％

減
の
１
１
７
５
人
（
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
へ
の
報

告
ベ
ー
ス
）
と
な
り
ま
し
た
が
、
依
然
と

し
て
１
０
０
０
人
を
超
え
る
失
踪
者
が
出

て
い
ま
す
。
国
別
の
失
踪
者
数
で
は
、
中

国
人
５
０
５
人
、
ベ
ト
ナ
ム
人
３
６
３
人
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
２
５
０
人
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
失
踪
に
対
す
る
取
り
組
み

と
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｏ
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
・
各
種
セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
技
能
実

習
生
の
失
踪
統
計
を
広
く
公
表
し
、
失
踪

防
止
へ
の
注
意
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、

受
入
れ
機
関
・
送
出
し
機
関
へ
の
ア
ド
バ

イ
ス
、
送
出
し
国
政
府
へ
の
要
請
、
母
国

語
情
報
誌
「
研
修
生
の
友
」
を
通
じ
た
研

修
生
・
技
能
実
習
生
へ
の
失
踪
防
止
の
呼

び
か
け
、
各
種
広
報
出
版
物
で
の
制
度
・

関
係
法
令
等
の
周
知
徹
底
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
防
止
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

〈
聞
き
手
＝
Ｊ
Ｃ
政
策
局
・
浅
井
茂
利
〉

（
文
責
・
編
集
＝
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―

Ｊ
Ｃ
組
織
総
務

局
）
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